
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年（2012 年）2 月 

 

平和市長会議加盟自治体首長 様 

 

平和市長会議会長 

広島市長 松井 一實 

 

平和市長会議未加盟自治体への加盟の働き掛けについて（依頼） 

 

拝啓 時下ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。平素より平和市長会議の活動に御協力を賜

り、厚くお礼申し上げます。 
 

2009 年 4 月のオバマ大統領の「核兵器のない世界」に向けたプラハ演説や、オバマ大統領が議

長を務めた同年 9 月国連安全保障理事会での核兵器廃絶決議の全会一致採択、2011 年の米国と

ロシアによる新たな核軍縮条約の発効などにより、核兵器廃絶に向けた気運と期待が世界的に高

まっています。こうした中、世界の都市が連携を強化して国際社会に訴え核保有国等の政策変更を

求めていくこと、特に被爆国である我が国の自治体が先導的な役割を果たしていくことがますます重

要になっていると強く認識しています。 
 

御存知のとおり、平和市長会議では、2020 年までに核兵器廃絶を目指す行動計画「2020 ビジョ

ン（核兵器廃絶のための緊急行動）」を掲げ、核兵器廃絶に向け各国政府等が遵守すべき具体的

プロセスを定めた「ヒロシマ・ナガサキ議定書」の提案や、都市（市民が暮らす場所）を攻撃し

ないよう求める「都市を攻撃目標にするな（CANT）プロジェクト」市民署名活動の展開など、

様々な活動を通して国際世論の喚起に努めています。2010 年 5 月には NPT（核不拡散条約）再

検討会議に市長代表団を構成して参加し、各国政府代表に直接、一刻も早い核兵器の廃絶を訴え

ました。また、2010 年 7 月には「2020 核廃絶広島会議」を開催し、核兵器禁止条約の早期実現

や国、自治体、NGO などの幅広い連携等、10 項目の決意と提言をとりまとめた「ヒロシマアピ

ール」を採択し、活動を推進しています。 
 

こうした取組は国際的に高い評価を受けており、全米市長会議や欧州自治体・地域協議会、都市・
自治体連合等から賛同決議を得ているのに加え、2010 年 8 月の平和式典に出席された潘基文国
連事務総長からは「2020 ビジョンは完璧なビジョンだ」との評価をいただきました。さらに、
ノーベル平和賞受賞者のマイレッド･マグワイアさんは平和市長会議を 2011 年のノーベル平和
賞に推薦してくださっています。 
 

こうしたことを踏まえ、平和市長会議加盟都市である貴自治体から、近隣の未加盟自治体や姉妹・友

好都市等に対し、最低でも 1 都市の新規加盟が得られるよう、働き掛けていただけないでしょうか。

各加盟都市が 1 都市の新規加盟に御協力下されば、加盟都市数は 2 倍になります。加盟都市が増え

れば、それだけ世界の都市や市民、NGO、志を同じくする国々等との連帯をさらに強め、核兵器廃

絶に向けた大きなうねりを創出し、国際社会に平和を求める大きな声を上げることができます。 
 

核兵器のない平和な世界を子どもたちに継承していくため、平和市長会議への加盟の働きかけについ

て是非御協力賜りますようお願い申し上げます。 

敬具 

平和市長会議 Mayors for Peace                               

【事務局】                                                
〒730 - 0811  広島市中区中島町 1 番 5 号 

 公益財団法人広島平和文化センター国際部平和連帯推進課内 
TEL：082-242-7821 Fax：082-242-7452 E-mail:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

 



 

 

 

  

(1) 貴自治体から関係のある未加盟自治体（近隣自治体、姉妹・友好都市等）への別添加盟要

請文及び説明資料の送付 

(2) 各種会合等の場での平和市長会議のＰＲ及び加盟要請 

 

  

（別添のとおり。貴自治体からの依頼文等に添付して御活用をお願いします。） 

(1) 平和市長会議会長から各自治体首長あての加盟要請文 

(2) 平和市長会議加盟申請書 

(3) 説明資料（平和市長会議の概要、2020 ビジョンキャンペーンの概要） 
 

上記資料のその他の言語版（フランス語、ドイツ語、スペイン語、イタリア語、ポルトガル語、

ロシア語、中国語、ハングル）については、平和市長会議ホームぺージに掲載していますので、是

非御活用下さい。 

   

フランス語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/french.pdf 

ドイツ語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/german.pdf 

スペイン語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/spanish.pdf 

イタリア語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/italian.pdf 

ポルトガル語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/portuguese.pdf 

ロシア語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/russian.pdf 

中国語 http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/chinese.pdf 

ハングル http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/otherlanguages/korean.pdf 

 

なお、この他、平和市長会議の活動内容に関する詳しい資料（日本語、英語のみ）は、平和市

長会議ホームページからダウンロード出来ます。 

【平和市長会議の活動内容 日本語版 14 ページ、英語版 14ページ】 

http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/mayors_for_peace_document_pack_jp.pdf （日本語） 

http://www.mayorsforpeace.org/data/pdf/mayors_for_peace_document_pack_en.pdf （英語） 

 

  

関係する未加盟都市に呼びかけていただきましたら、お手数ですが、事務局まで以下について、

可能な範囲で御連絡くださいますようお願いします。事務局からもフォローいたします。 

・自治体名（国名）、市長名、貴自治体との関係（同一県内近隣自治体、姉妹・友好都市等） 

・連絡先（住所、TEL、FAX、E-mail） 

・先方の担当者 

 

御不明な点、その他必要な資料の御要望等ございましたら下記事務局あてにお問い合わせ下さい。 

 
 

【平和市長会議事務局】 

 〒730-0811 

広島市中区中島町 1 番 5 号 

（公財）広島平和文化センター国際部平和連帯推進課 

TEL：（082）242-7821 

FAX：（082）242-7452 

E-mail：mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
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御記入後、下記まで送付をお願いいたします。 
【平和市長会議事務局】 
〒730-0811 
広島市中区中島町 1 番 5 号 
公益財団法人広島平和文化センター平和連帯推進課 

TEL：（082）242-7821 
FAX：（082）242-7452 
E-mail：mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
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平成 24 年（2012 年）2 月 
 

自 治 体 首 長 様 

 
 

平和市長会議会長 

広島市長 松井 一實 
 

「平和市長会議」への加盟について（依頼） 

 

拝啓 時下ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

 

1945 年 8 月、広島・長崎両市は一発の原子爆弾により一瞬にして廃墟と化し、何万人もの尊
い命が奪われました。放射線による被爆者の苦しみは今も続いています。それだけではありませ
ん。住み慣れた街を破壊され、大事な家族や友人を亡くした両市民の心の痛みは、筆舌に尽くせ
るものではないのです。 

 

被爆者が高齢化する中、私たちは、被爆者自身の被爆体験や平和への思いを次世代の人々が共
有し、さらにその思いが世界に広がるようにしたいと考えています。そのことが、正に被爆者の
悲願である核兵器の廃絶へと繋がっていくからです。 

 

平和市長会議は、昭和 57 年（1982 年）の設立以来、世界の都市と連携し、2020 年までの核
兵器廃絶を目指す「2020 ビジョン」の積極的な展開を図っています。2020 年は、原爆が投下さ
れ 75 年は草木も生えないと言われた正にその年であり、高齢化する被爆者に一人でも多く核兵
器のない世界を見ていただくために定めた目標年次です。平和市長会議の加盟都市数が 5,000

を超えていることを見れば、世界中の市民が核兵器のない世界の実現を強く求めていることは明
らかです。 

 

私たちは、核兵器廃絶に向けた世界的な気運をさらに高めるため、為政者を始め世界中の人々
に広島・長崎両市に来ていただき被爆の記憶が残る現地を見て、核兵器がいかに悲惨な人間的被
害をもたらすかを理解し、被爆者と願いを共有していただきたいと考えています。 

 

皆様も是非ヒロシマ・ナガサキと思いを共有し、また平和市長会議が目指す 2020 年までの核
兵器廃絶の取組に御賛同いただき、平和市長会議への加盟について御検討下さいますようお願い
申し上げます。 

 

 なお、平和市長会議は、世界の自治体から成る無党派の組織であり、国連の経済社会理事会に
登録された NGO です。また、名称は「市長会議」ですが、広く町村や東京都特別区にも加盟し
ていただいています。 

 

より多くの自治体が平和市長会議に加盟して下さることで、平和を願い、核兵器廃絶を求める
気運をさらに高めることができます。人類の未来のため、また、市民の平和な生活を守るため、
核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向け共に行動して下さることを心から期待しています。 

敬具  

 

平和市長会議 Mayors for Peace                               

【事務局】                                                
〒730 - 0811  広島市中区中島町 1 番 5 号 

 公益財団法人広島平和文化センター国際部平和連帯推進課内 
TEL：082-242-7821 Fax：082-242-7452 E-mail:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

 

【平和市長会議事務局】 
〒730-0811 広島市中区中島町 1 番 5 号 
公益財団法人広島平和文化センター 国際部平和連帯推進課 

TEL：（082）242－7821 FAX：（082）242－7452 
E-mail：mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
URL：http://www.mayorsforpeace.org/jp 
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加 盟 申 請 書 

 

平成   年   月   日 

 

平和市長会議会長  

広島市長 松井 一實 様 
 

当自治体は、平和市長会議の趣旨に賛同し、加盟します。 

        
 
                

自治体名             
 
(自治体名ローマ字表記）                      

 
 

ふ り が な 
 
首長名                                        印      

 
 
    （〒   －     ） 

 
  所在地                       

  
                           

  
平和市長会議担当部署                 

 
担当者名  

 
  ＴＥＬ  
  
ＦＡＸ  
 
Ｅメール  

          （事務局からの事務連絡などに活用させていただきます） 

 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  
 
人口  

 

 ※本書には首長公印を押印のうえ、事務局あてにご返送下さい。 

 

平和市長会議 
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主な活動内容 
 平和市長会議では、加盟都市と連携を図りながら以下の活動を行っています。 

① 核兵器廃絶等に向けた世界の都市への連帯の呼び掛け 

② 2020 年までの核兵器廃絶を目指す「2020 ビジョン」 

 の展開 

・ 「核兵器禁止条約」の早期実現を求める市民署名活動 

の展開 

・ 国連や各国政府への核兵器廃絶、軍縮推進等に関する 

要請活動の実施と活動結果の公表 など 

③ ニューズレターの発行 

④ 広島市・長崎市の平和宣言の加盟都市への送付 

⑤ 総会の開催（4 年に 1 回） 

⑥ 理事会の開催（2 年に 1 回） 

 

役 員 
会 長：広島市長（日本） 

副会長：長崎市長（日本）、アクロン市長（アメリカ）、フィレンツェ市長（イタリア）、ハノーバー市長（ドイ

ツ）、マラコフ市長（フランス）、マンチェスター市長（イギリス）、モンテンルパ市長（フィリピン）、

ボルゴグラード市長（ロシア）、イーペル市長（ベルギー）、ビオグラード・ナ・モル市長（クロアチ

ア）、グラノラーズ市長（スペイン）、ハラブジャ市長（イラク）、ブリュッセル市長（ベルギー） 

理 事：フォンゴ・トンゴ市長（カメルーン）、モントリオール市長（カナダ）、メキシコシティ市長（メキシ

コ）、モンテビデオ市長（ウルグアイ） 

 

平和市長会議 
平和市長会議は、都市相互の緊密な連帯を通じて、核兵器廃絶の市民意識を国

際的な規模で喚起する取組などを推進し、もって世界恒久平和の実現に寄与する

ことを目的として、広島市及び長崎市が中心となり 1982 年に設立した機構です。 

1991 年には国連経済社会理事会の NGO に登録されています。 

加盟都市数（201 2 年 2 月 1 日現在） 

地域名 加盟都市数 

アジア 1,541 都市 （30 か国・地域） 

オセアニア 127 都市 （ ９か国・地域） 

アフリカ 329 都市 （42 か国・地域） 

ヨーロッパ 2,335 都市 （4 5 か国） 

北アメリカ 288 都市 （ 3 か国・地域） 

ﾗﾃﾝｱﾒﾘｶ・ 

ｶﾘﾌﾞ海地域 
506 都市 （24 か国・地域） 

合  計 5 ,126 都市 （1 53 か国・地域） 

 

平和市長会議について 

事務局：公益財団法人広島平和文化センター  

国際部平和連帯推進課 

 TEL ：082 - 242 - 7821  FAX ：082 - 242 - 7452  

 E- mail ：mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp  

 URL ：http://www.mayorsforpeace.org/jp/index.html  

”  
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１ 2020 ビジョンの全文 （2003 年 11 月策定、2011 年 11 月一部修正） 

平和市長会議では、核兵器廃絶に向けた国際世論の喚起や各国政府等への要請活動を推進するため、

2020 年までの核兵器廃絶を目指す具体的な行動指針「2020 ビジョン（核兵器廃絶のための緊急行

動）」を策定した。このビジョンに基づき、世界の都市、市民、NGO 等と連携しながら、核兵器廃絶に

向けた様々な活動を展開する。 

【目 標】 

１ 全ての核兵器の実戦配備の即時解除 

世界には今もなお、多数の核兵器が実戦配備されている。世界の市民がこうした脅威に直面してい

る中、誤使用も含めた核兵器の使用を回避するため、全ての核兵器の実戦配備を即時解除することを

求める。 

２ 「核兵器禁止条約」締結に向けた具体的交渉の開始 

核兵器の全面的廃絶に対する核兵器保有国の明確な約束等これまでの NPT 再検討会議等での国際

合意を根拠に、各国政府に「核兵器禁止条約」締結に向けた具体的交渉を開始するよう求める。 

３ 2015 年までの「核兵器禁止条約」の締結 

2015 年までに、核兵器の製造、保有、使用等を全面的に禁止する「核兵器禁止条約」が締結され

るよう、各国政府等に要請する。 

４ 2020 年を目標とする全ての核兵器の解体 

厳栺な国際管理の下、被爆 75 周年となる 2020 年までに地球上の全ての核兵器を解体することに

より、核の恐怖から解放された平和な世界の実現を目指す。 
 
２ 「2020 ビジョン」に基づく取組 

  平和市長会議では、2011 年 11 月にスペイン・グラノラーズ市で開催した理事会において、「2020 ビ

ジョン」に基づく次の取組を積極的に推進することを決定しました。 

(1) 「核兵器禁止条約」の交渉開始を求める加盟都市を挙げた市 

  民署名活動を展開し、集めた署名を国連等に提出すること。 

(2)  第８回平和市長会議総会（2013 年 8 月）の開催時期に合 

わせ、各国政府関係者や専門家の集う高官レベル会議が広島で 

開催されるよう、気運を高めること。 

(3)  加盟都市 5,000 突破を記念した原爆被害の実態等に関するポ 

 スター展を開催すること。 

(4)  国際的な NGO との戦略的連携関係を強化・拡大すること。 

(5) 「核兵器のない世界」の実現を促す要請文や声明文等を適宜必要な相手方に効果的に発信すること。 

(6)  加盟都市が地域ごとにまとまり、地域の NGO 等と連携しながら、自国政府が何をなすべきかを

考え、自国政府に対し具体的行動を促す取組を推進すること。 

(7)  NPT 再検討会議（2015 年）及びその準備委員会（2012 年～2014 年）に平和市長会議代表

団を派遣し、アピール活動を展開すること。 

(8) 「2020 ビジョン」を支持する著名人やオピニオン・リーダーを「2020 ビジョンキャンペーン

大使」として選任すること。 
 

２０２０ビジョン（核兵器廃絶のための緊急行動）について  

8  
2011 11  ₰∆ₐ└║₧≤⅝≤╒₱  
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February 2012 

Dear Fellow Mayor,  
 
I trust this letter finds you well. 
 
I am writing today to invite you to join Mayors for Peace, a conference of cities led by 
Hiroshima and Nagasaki. 
 
As you know, Hiroshima and Nagasaki were instantly obliterated by atomic bombings in August 
1945.  Hundreds of thousands of precious lives were lost.  To avoid any repetition of this 
horrifying tragedy, the A-bombed cities have worked continuously to communicate to the world 
the inhumanity of the atomic bombings and the need to abolish nuclear weapons. 
 
Mayors for Peace was founded in 1982 by the mayors of Hiroshima and Nagasaki to promote the 
total elimination of nuclear weapons as a vital step toward genuine and lasting world peace.  In 
2003 with 500 member cities, we launched a 2020 Vision Campaign aiming at the total abolition 
of nuclear weapons by 2020.  Today, our 5,126 members in 153 countries and regions are 
engaged in a wide variety of peace activities across the globe. 
 
U.S. President Obamaôs call for a ñworld without nuclear weaponsò in Prague in April 2009 
raised expectations throughout the international community.  Later in 2009, with President 
Obama presiding, the UN Security Council unanimously adopted a resolution for the abolition of 
nuclear weapons.  In 2010, then 189 States Parties to the Nuclear Non-Proliferation Treaty 
agreed to pursue a nuclear-weapon-free world, and the United States and Russia committed 
themselves to a new START.  Mayors for Peace has been an integral part of this movement, 
demonstrating conclusively that cities around the world are united in demanding that the 
nuclear-weapon states change their nuclear policies and lead us to the nuclear-weapon-free world 
they have promised for so long. 
 
Mayors for Peace has been raising international public awareness through a broad spectrum of 
activities of the 2020 Vision.  We proposed the Hiroshima-Nagasaki Protocol, a roadmap 
governments should follow to achieve a nuclear-weapon-free world.  We have gathered 
signatures on a grassroots petition asserting that Cities Are Not Targets.  This past May, our 
mayoral delegation to the NPT (Nuclear Non-Proliferation Treaty) Review Conference lobbied 
directly to urge national representatives to abolish nuclear weapons at the earliest possible date.  
Now, we are pressing hard for the start of substantive negotiations and completion of a nuclear 
weapons convention by 2015.  In July 2010, at the Hiroshima Conference for the Total 
Abolition of Nuclear Weapons by 2020, we adopted a 10-point Hiroshima Appeal, including the 
prompt convening of a nuclear weapons convention and broad-based coordination with nations, 
local municipalities and NGOs. 
 
We have received strong endorsements internationally. In addition to supporting resolution from 
the US Conference of Mayors, CEMR, and UCLG, UN Secretary General Ban Ki-moon, who 
participated in the Hiroshima Peace Memorial Ceremony in August 2010 called our 2020 Vision 
as ñperfect vision.ò Ms. Mairead Maguire, herself a Nobel Peace laureate, nominated us for the 
2011 Nobel Peace Prize. 
 
To help abolish nuclear weapons and bequeath to our children a cleaner, safer, more peaceful and 
sustainable world, please join Mayors for Peace and take an active role in our campaign. 
 
I close with my best wishes for your continued good health and sound growth for your city. 
 

Sincerely yours, 
 

MATSUI Kazumi 
Mayor of Hiroshima 
President of Mayors for Peace 

Mayors for Peace                               

Secretariat                                                
C/O Hiroshima Peace Culture Foundation, 1-5 Nakajima-cho Naka-ku Hiroshima 730-0811 Japan 
Phone:81-82-242-7821 Fax:81-82-242-7452 E-mail:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
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    Registration Form 
 
To Mr. MATSUI Kazumi 

Mayor of Hiroshima 

President of Mayors for Peace 
 
I hereby express my city/municipalityôs support for the abolition of nuclear weapons and desire to join the 

Mayors for Peace.* 
 

Name of your country:                                      

Name of your city/municipality:                                                

Mayorôs name:                                         Gender:□Male □Female 

Address:                                                                         

                                                                                

TEL:                                               

FAX:                                               

E-mail:                                                 

 

Contact person 

Name:                                            Gender:□Male □Female 

Position:                                                 

E-mail:                                                 

Website:                                              

Population:                                         

 
Date:                                 

 

Mayorôs Signature:                                              

 
*This registration form is to express your city/municipalityôs decision to join Mayors for Peace. If your 

city/municipality requires specific procedures, including approval from your city/municipal council, please 

submit this form after such procedures are completed.  

Mayors for Peace 
 

Please send this form to: 
 
Mayors for Peace Secretariat  
FAX：+81-82-242-7452 
E-mail：mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

 



 

 7 

Participants of the 8th Executive Conference 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Major Activities 
Mayors for Peace conducts the following activities through 
cooperating member cities. 
1) Calls worldwide for solidarity among cities 
2) Conducts 2020 Vision Campaign to eliminate nuclear weapons 

by the year 2020 
3) Promote petition drive calling for a Nuclear Weapons 

Convention 
4) Presents and appeals to the United Nations and each state 

regarding the elimination of nuclear weapons and promotion of 
disarmament and reports the results 

5) Publishes a newsletter 
6) Sends Hiroshima and Nagasaki Peace Declarations to member cities and allies 
7) Holds a General Conference once every four years 
8) Holds an Executive Meeting once every two years 

 

Executive Cities 
President  Hiroshima (Japan)   Executives Fongo-Tongo (Cameroon) 
Vice Presidents Nagasaki (Japan)     Montreal (Canada) 

Akron (U.S.A.)    Mexico City (Mexico) 
Biograd na Moru (Croatia)   Montevideo (Uruguay) 
Brussels (Belgium) 
Florence (Italy) 
Granollers (Spain) 
Halabja (Iraq) 
Hannover (Germany) 
Malakoff (France) 
Manchester (U.K.) 
Muntinlupa (Philippines) 
Volgograd (Russia) 
Ypres (Belgium) 

Mayors for Peace 
Mayors for Peace was established in 1982 by Hiroshima and Nagasaki with a goal of 
realization of lasting world peace through inter-city solidarity around the globe promoting 
the efforts to raise a public consciousness of the need to abolish nuclear weapons. We 
were registered as a NGO in Special Consultative Status with the United Nations 
Economic and Social Council in May 1991. 

Member Cities（February 1, 2012） 
Area Member 

Asia 30 countries & regions 1,541 Cities 

Oceania 9 countries & regions 127 Cities 

Africa 42 countries & regions 329 Cities 

Europe 
(CIS） 45 countries  2,335 Cities 

North 
America 3 countries & regions 288 Cities 

Latin America 
and the 
Caribbean  

24 countries & regions 506 Cities 

Total 153 countries & regions 5,126Cities 

  

Mayors for Peace 

Mayors for Peace Secretariat 

c/o: Peace and International Solidarity Promotion Division,  

Hiroshima Peace Culture Foundation 

 TEL：+81-82-242-7821  FAX：+81-82-242-7452 

 E-mail：mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

 URL：http://www.mayorsforpeace.org/english/index.html 

Membership Growth by Year 
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1 2020 Vision (established in November 2004, revised in November 2011) 
Mayors for Peace launched an ñEmergency Campaign to Ban Nuclear Weaponsò to raise public 

demand for the abolition of nuclear weapons and promote actions to convey that demand to each 

nation state. That campaign set forth our ñ2020 Vision,ò a program to eliminate all nuclear 

weapons by the year 2020. Based on this vision, we will continue to work with cities, citizens, 

NGOs and other organizations around the world to develop initiatives that promote the abolition 

of nuclear weapons, 
 
Objectives 

1) Immediately de-alert all nuclear weapons 
Even today, thousands of nuclear weapons around the world stand ready to launch on 

warning. This level of alert is madness, and stepping down is the quickest, easiest way to 

prevent an accidental nuclear holocaust. 

2) Immediately start substantive negotiations toward a universal nuclear weapons 
convention 
After repeated promises at NPT Review Conferences and other occasions by the 

nuclear-weapon states to eliminate their nuclear arsenals, we call on national governments to 

start substantive negotiations now to achieve a nuclear weapons convention. 

3) Conclusion of a nuclear weapons convention by 2015 

We call on national governments and other institutions to work toward conclusion of a 

nuclear weapons convention by 2015 that comprehensively bans manufacture, possession, 

and use of nuclear weapons. 
4) Physical destruction of all nuclear weapons by 2020 

The weapons can be destroyed. Fissile materials can be rendered unusable. Strict international 

control is technically feasible. A nuclear-weapon-free world is possible. 

2 Mayor Activities  
1) Develop a global grassroots petition drive conducted by all 

member cities calling for negotiations on a nuclear weapons 
convention, and submit those petitions to the most appropriate 
authorities.  

2) Instill a sense of urgency and stimulate momentum toward 
convening a high-level meeting of governments and experts in 
Hiroshima concurrent with the 8

th
 General Conference of Mayors 

for Peace in August 2013. 
3) Commemorate the 5000-city milestone with a new poster exhibit to directly inform millions 

of citizens on the impact of nuclear attack on a city; the impact of nuclear war on 
catastrophic climate change resulting in global famine; the diversion of economic and human 
resources from urban, human needs to nuclear weapons and related military spending; and 
the role city leaders strive to play through the 2020 Vision Campaign of Mayors for Peace.  

4) Strengthen and broaden strategic alliances with international NGOs. 
5) Issue letters of request and/or statements calling for a world free from nuclear weapons to be 

sent to appropriate recipients at appropriate times and in effective ways. 
6) Work with member cities, NGOs and concerned citizens in specific regions to develop 

effective means to influence their governments to work for the abolition of nuclear weapons, 
and to promote regional activities in support of concrete actions. 

7) Create mayoral delegations and develop initiatives calling for the abolition of nuclear 
weapons at the Preparatory Committee Meetings in 2012, 2013 and 2014 and at the 2015 
NPT Review Conference. 

8) Identify celebrities and other opinion leaders who support the 2020 Vision and appointment to 
serve as 2020 Vision Ambassadors. 

 

The 2020 Vision 
（An Emergency Campaign to Ban Nuclear Weapons） 

The 8th Executive Conference of  
Mayors for Peace  


